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報告

の
訪
問
者T

he G
uest in the W

ood

』
は
二
〇
一
四
年
度
米
国
最
優
秀
翻

訳
書
賞
（
詩
部
門
）
を
受
賞
。
日
本
で
編
ま
れ
た
『
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー218

人
詩
集
』（
二
〇
一
二
）
に
、環
境
を
テ
ー
マ
と
し
、特
に
「
風

力
」
に
こ
だ
わ
っ
た
次
の
英
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

w
alls and leaves / sucking rays, / spitting suns / into soups: / our 

veins, / glow
ing like neons.

講
演
と
朗
読
「
エ
リ
ー
ザ
・
ビ
ア
ジ
ー
ニ

―
わ
た
し
の
詩
の
作
法
に
つ
い
て
」（
総
合
文
化
研
究
所
主
催

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
〇
日
）　

報
告
　
和
田
忠
彦

　
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
大
阪
の
招
聘
に
よ
り
来
日
し
た
詩
人
エ
リ
ー
ザ
・

ビ
ア
ジ
ー
ニElisa B

iagini

に
よ
る
講
演
と
詩
の
朗
読
会
を
、
立
命
館
大

学
土
肥
秀
行
氏
な
ら
び
に
本
学
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
石
田
聖
子
氏
の
協

力
を
得
て
主
催
し
た
。
イ
タ
リ
ア
語
と
英
語
で
創
作
を
つ
づ
け
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
身
体
性
を
め
ぐ
る
作
品
の
多
い
詩
人
か
ら
、
そ
の
詩
作
品
生
成
に

ま
つ
わ
る
自
己
分
析
を
体
験
を
ま
じ
え
つ
つ
語
っ
て
も
ら
っ
た
の
ち
、
最

新
詩
集
『
裂
け
目
よ
りD

a una crepa
』
を
中
心
に
、
自
作
の
朗
読
を
お

願
い
し
た
。
聴
衆
は
三
十
人
ほ
ど
と
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
イ
タ
リ
ア
語
を
解
す
る
と
い
う
条
件
も
手
伝
っ
て
、
き
わ
め
て
な
ご

や
か
な
う
ち
に
会
は
進
行
し
た
。
ち
な
み
に
当
日
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
誌
次
号
に
全
文
を
掲
載
す
る
予
定
の
た
め
、
こ
こ
で
は
略
歴
の
み
記
す

に
留
め
る
。

　
一
九
七
〇
年
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
生
ま
れ
。
現
在
も
な
お
居
住
す
る
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
と
、
か
つ
て
ア
ル
ダ
・
メ
リ
ー
ニ
に
つ
い
て
の
論
文
で
博
士
号
を

取
得
し
た
ア
メ
リ
カ
を
主
な
活
動
場
所
と
す
る
。
伊
語
と
英
語
を
行
き
来

し
な
が
ら
創
作
と
翻
訳
を
な
す
。
そ
の
詩
か
ら
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
身
体

性
に
ま
つ
わ
る
テ
ー
マ
が
色
濃
く
浮
か
び
上
が
る
。
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
社
の

詩
歌
叢
集
「
白
本
」
よ
り
、こ
れ
ま
で
三
冊
の
詩
集
を
発
表
し
た
。
順
に
、

『
訪
問
者L'ospite

』（
二
〇
〇
四
）、『
森
に
てN

el B
osco

』（
二
〇
〇
七
）、『
裂

け
目
よ
りD

a una crepa

』（
二
〇
一
四
）。
ダ
イ
ア
ナ
・
ソ
ー
ほ
か
訳
『
森


